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要旨

拐弓は日本の伝統楽器の中で唯一の擦弦楽器である。アジア地域には擦弦楽器が多く存在していること

から、それらの楽器と胡弓との比較によって胡弓独自の特徴を明らかにする。胡弓の起源としては主に国

外からの f伝来jを前提とした 4つの説が挙げられるが、いずれも推測の域を脱していない。本稿ではこ

の点を踏まえた上で、日本において現在胡弓が用いられている事例として、富山県富山市八尾町の fおわ

ら風の盆jや歌舞伎を取り上げ、胡弓の演奏者を中心として、各事例における胡弓の導入経緯や胡弓の用

いられ方の特徴等を分析する。

はじめに

胡弓は、日本の伝統楽器の中で唯一の擦弦楽器である。胡弓の起源については、琉球や南蛮・

中国等からの伝来説や、三味線を改造した説などが挙げられているが、いずれも推測の域を出

ていない。そこで本稿では、古月号の起源をたどるための基礎作業として、胡弓の楽器構造の考

察と、日本国内における胡弓の伝播経緯、また現在胡弓が用いられている事例をもとに演奏者

や演奏が行われる場の現状について報告を行う。

まず、胡弓の独自の特性を明確にする。アジア・ヨーロッパ地域には多種多様な擦弦楽器が

あることから、それらの擦弦楽器と胡弓を演奏法や楽器形態・材質等の点から比較し、類似点・

相違点を明らかにする。一方、胡弓の起源及び伝来経路については、伝来説や三味線改造説な

どがあり、それらについてもそれぞれ述べてし、く。

次いで、自本菌内における胡弓の伝播経路とその演奏者について考察する。本稿では、現在

胡弓が用いられている富山県富山市八尾町の fおわら風の盆Jと歌舞伎を事例として取り上げ

る。各事例では、胡弓の導入経緯に関しては現時点で考えられる経緯を推測し、主に演奏者の

存在を軸として演奏を行う場や演奏内容について比較を行う。本稿のこれらの作業は、日本国

内における胡弓の伝播経緯や、胡弓の起源を再検討するための足掛かりとなるものであると考

えている。

1，胡巧の概要

1-1，胡弓の楽器構造

まず、胡弓の起源や事例について考察する前に、楽器構造や演奏法等について述べていきた

い。胡弓本体の主な特徴としては、弦を張るための駒と中子先と呼ばれる部分、そして横奏に

用いる弓が挙げられる（図 1参照）。駒は竹、桐、象牙、黄楊等で作られている。胡弓はヴァイ

オリンと同じように、弦に弓を当てて演奏するため、駒の形は全3弦のうち中央の第2弦が高

く凸形となっている。中子先Iとは、棒が月間を貫き突き出ている長さ約 7～8cmの部分のことを

指す。演奏者は胡弓を膝の開に垂直に立て、樟を回しながら演奏する。この演奏法により楽器

を膝の上で安定させるために、間膝の関で挟めるよう適度な長さのある部分が必要となり、そ

の部分が中子先である。弓は全長が 80cm前後のものから IOOcm以上のものまである。胡弓の

弓は武器として用いられる弓の形状とは異なるものである。弓は竹や紫檀で作られた長さ約 80
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さキJ

～IOOcm前後の竿に、長さ約 60～70cmの馬の尾を数十本束

ねた毛2を結び付けて作られている。演奏する際は弓と毛の

間に左手の揺を入れ、指の力加減によって毛の張力を調整

しながら演奏する。

［図 l：「胡弓と各部の名称j 畦地 1997:p.2を筆者加工］

ト2，演奏法

胡弓は基本的に座って演奏される（図 2参照）。潰奏者はま

ず左手で胡弓本体の樟を持ち、中子先を膝と膝の間に挟む。

胡弓本体は床に対し垂直に立て、樟は演奏者の左側に位壁

させる。次に弓の根元を弓の下から、右手の親指と人差し

指で挟んで持つ。弓と毛の開に中指と薬指を入れ、弓と毛

を結ぶ紐にその指を当てて毛の張力を調整する。弓は胡弓

本体に対して垂誼に、床に対して平行に弦に当てる。

このように演奏者は胡弓を構え、楽器の樟を左手で回し

ながら弓を弦に当てて演奏する。弦を擦って膏を出す際、

弦の位置によって楽器の回し方が変化する。演奏

者の右側に位置する弦である「ーの糸j を弓で擦

る場合は楽器を左側に、つまり胡弓の表側を体の

左外債ljに向ける。中央の「二の弦j を弓で擦る場

合には、楽器を正面に向けて演奏し、演奏者側の

左側に位置する「三の糸j を弓で擦る場合には楽

器を右側に向ける。このように胡弓の演奏は弓の

角度を変えず、楽器本体の角慶を変えることによっ

て擦弦を行い発音させる。

｛鴎 2：「楽器の構え方・弓の構え方j茂手木 1988:p.13lより較載｝

1-3，アジア地域の擦弦楽器と胡弓の比較

日本における擦弦楽器は胡弓が唯一であるが、アジア地域には様々な擦弦楽器が存在してい

る。これらの擦弦楽器と胡弓の特徴を比較したものが表 1である。
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｛表 l：「アジア地域の擦弦楽器の楽器形態と演奏法の比較表j平野（監修）1976: p.47をもとに

筆者作成｝

表 lより、胡弓とアジア地域の擦弦楽器の共通点・相違点を明らかにすることができる。こ

の比較から日本の胡弓の特徴として、弦を棒に触れさせ弓を外側から当てるという演奏法を挙

げることができるように恩われる。この演奏法について、国立音楽大学音楽研究所は、「弓奏弦

楽器の演奏姿勢Jに関する考察3において、「個々の弦を奏する場合に、弓の角度を変えずに楽

器を回転させながら向きを変えて、弦を弓に当てるJようにする f特殊な奏法Jであると指摘

している［国立音楽大学音楽研究所 1983:pp.30-31］。弓を用いる際には、弓から弦に対する動作

ではなく、弦を含めた楽器本体を弓へ向けるという動作によって擦弦している。その上、演奏

者自身が弓の毛の張力を調整しつつ演奏することから、毛が緩く張られていることもこの奏法

に関わっているものと推測される。

2，胡弓の起源及び発展・衰退

胡弓の起源は現時点で、は明確にはなっていない。おそらく三味線が日本に伝来した頃、もし

くはその後に胡弓が伝来または発生したと考えられ、伝来説や楽器の改造説などが諸説ある。

ここでは諸説を比較検討すると共に、各説の問題点を取り上げた上で、今後の胡弓研究に向け

た展望を考察する。

2-1，伝来説・改造説

2・1・l，琉球伝来説

1664（寛文 4）年の『糸竹初心集Jに胡弓の「胡j の文字は用いられてはいないが、胡弓と推

測される「小弓j という楽器についての記述が以下の通りある。

文禄のころほひ、石村検校と云法師あり。心たくみにして器用無双品。あるとき琉球

の島にわたりけるに、かの島に小弓といひて、糸三筋にてならす物有。小さき弓に、馬

の尾を弦にかけて号！なれば、小弓とは云とぞ。五村これを探りみるに、琵琶をやつした

() 

。

。
。

() 
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る物也。いとのしらベゃうも、一・二はびはのごとく、三の糸はびはの三よりも二調子

ほど高くあはせるもの塩と思へり。所のものいひけるは、此島には真蛇の多き所なるが、

らへし1かといふものありて、此まむしを食物とする。さればらへいかのなく声、小弓の

音に少しもちがはざる故、真蛇を退んが為に、専引也。琵琶法師も愛に逗留の関は、引

給へといふ。其後苓村京都にかへりて、おなじく琵琶をやっし、此三味線をっくり出せ

り。［ w糸竹初心集J下巻，平野 l976:p.5] 

の門説経に関する記述の中においても、琉球か

2-1 ・－2,l有蛮伝来説

胡弓の甫蛮伝来説では、「南蛮j を前記の琉球とする説と、スペインやポルトガルのキリシ

タンを起源とする説がそれぞれ考えられている［野Jll 2008:p.372］。琉球に関しては前記の通り

である。もう一方のキリシタン起源説ではキリシタン楽器の中の rabecaに由来すると考えられ

ている。神戸は胡弓の「キリシタン起源説が唱えられてきた理由 j として次の 3点を挙げてい

る。第一に「『糸竹初心集』の書き出し部分に「小弓j は fらへし1かJであると書かれている j

ことである。第二に「『糸竹初心集Jの「らへし1かj とrebee aの発音が似ているJことである。

第三に、キリシタン文書における rebe caの最後の記録が（表 2参照）、 1607（慶長 12）年に大阪城

にて豊臣秀頼の前で演奏された記
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また、『和漢三才図会』では以下のように胡弓を f南蛮からおこったものj と記されている。



胡弓の伝播と現状に関する一考察 49 

こき申う

｛鼓弓｝思うに、いつごろできたものかよくわからない。形は三絃に似ているが小さ

く、撲を用いないで、小弓の弦で、鼓く。それで鼓弓というのである。音色はたいへん悲

哀である。勢外iの宇治の乞食が、いつもこれをひいて謡っている。伝えによれば、胡弓

は甫蛮からおこったもので、彼の土人は蛇や魁の害を避けるため、行住にいつもひいて

いるという。 i『和漢三才図会J巻第十八 1713]（ふり仮名は原文？？）

2-1-3，中国からの伝来説

現在の中国には漢民族系、商アジア系、モンゴ、ノレ系と異なる起源をもっ擦弦楽器が存在する。

野）1 Iによると、中菌の擦弦楽器の多くに共通する特徴として、楽器構造においては棒が月間を貫

いていない点、演奏法においては弓を弦に外側から当てて演奏するのではなく、弦と弦の簡に

弓の毛をはさみ、弦を毛の表と裏の両麗で、擦って演奏する点等が挙げられ、それらは日本の胡

弓の特徴と大きく異なるとされる。しかし野川は中国の擦弦楽器と自本の胡弓との関係性につ

いて、両者の楽器が共に改造されてきたという過程を経ていることと、その「原型を解明でき

てない現状jがあることから、関係性がないということを断定することもできないと指摘して

いる［野Jlj2008:p.373]0 

2-1-4，三味線の改造説

日本における三味線は、胡弓がイ云来または発生する前に既に存在、もしくは同時期に発生し

たとされる。三味線と胡弓の楽器構造の類似点・相違点に関しては、古月弓が三味線よりも一四

り小さく、それぞれ擦と弓を用いて演奏するという違いはあるものの、それ以外の楽器構造は

ほぼ類似している（表 3参照）。その類似性により、胡弓は三味線を改造することによって発生

したとしてこの説が挙げられる。

小島は三味線と胡弓の共通性を、

全体的な楽器形態については「棒が

太鼓のような胴を貫jき「胴の下に

突き出ていることJと、棒の突き出

た部分である中子先については長

さの差はあるものの、弦を楽器に張

る際に弦の端を止める部分として

fきわめて合理的な構造jであると

指摘している［小島 2004:p.24]0

高月弓
幸章 将)it カゾン、車工末、紫績など

サウソ 有無 なし

孝司宣言 竹．索、象牙、 1量緩尽ど
警毎 位きま 表皮のよ総事車寄り：

重量さ 惑い

中手先 長<E l長い

関 本才3電 カゾンなど

& 材交 事量＆・犬＆

ミ主 将jlj'. ~毒

策怒の？寺ちプ7 左祭手器でを霊捜査を守に幸ち立‘て司て因子演5奏Eをす湾る軍，事で銭み、

弓による綴君主

弓の草才覚竹、望号援など，
演奏法

器右を手~こし待なっがたるi5演を奏号室すにるあ，て、左手で楽

三味線
車工木‘察本章、経など

あり

象5f.水牛耳Eど

表皮の下書官（綾緒Z寄り：
縫い

I~奇い
ti＇）ン、桑、爆など

事量皮・犬皮

ま調

左手で携を守幸ち‘磨署の片僚を緑のよiこ索
せ‘~：ままを斜めに銭げて演奏する，
慾による燦弦

般の材質事lSf‘鐙If!‘水牛の負など，

右手に待つf工事震でEまを号車いて演奏する，

諮先でj沢号車いてi貧奏する，

［表 3：「胡弓と三味線の類似点・相違点Ji可竹 2007:pp.276-281、野Jll2008:pp.370・371、平野

l 976:pp.16-17、三木 1996:pp.103ぺ06,pp.133・134をもとに筆者作成］

2-2，胡弓の発展と衰退

このように、諸説ある胡弓の起源についてそれぞれ述べてきたが、これらの説の中から一説

に定めることは現時点では難しいと考えられる。そのため、ここでは起源そのものを探るので

はなく、むしろ胡弓が伝来または発生した後の歴史について見ていくことにする。

胡弓は伝来または発生後、江戸時代初期頃から富人の演奏者によって、琵琶や等・三味線と
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共に胡弓も演奏されるようになった［野川 2008:p.378]o それによって胡弓は等と三味線との 3

つの楽器で

た：＊~面旬、地歌・等曲等の曲を繍曲した狩面5として胡弓の曲が作られるなど発展を遂げた｛聖子
川 2008:p.379]0 しかし、三曲合奏においては尺八の普及によりその座が取って代わられ、胡弓

は次第に衰退していった［平野 l989:p.3 77］。現在の三曲合奏は等・三味線と尺八もしくは胡弓で

行われ、胡弓は常に用いられるわけではない。胡弓と尺八は、擦弦楽器と管楽器といったよう

にそれぞれ構造的には全く異なる楽器である。異なるこれらの楽器が三曲合奏で向じ役割を果

たすことができる理由のーっとして、どちらの楽器も持続音を発する楽器であることが考えら

れる。明治以降は文部省の音楽取調掛による改造胡弓の製作や回議尚雄による玲琴の考案、宮

城道雄による大胡弓の考案といった胡弓の改造が行われた。これは、明治以降の西洋音楽の導

入に伴い、演奏を行う場の規模が拡大したことや、合奏形態の拡大により、より大きい音量が

求められたことが理由であると考えられる。なお、前述の宮城道雄が考案した大拐弓は現在も

演奏が行われている［里子Jll2008:pp.376・377,p.379］。

3，演奏者

日本において胡弓は、江戸時代初期頃から門付芸人や鳥追い、遊女、芸妓（芸者）、また暫女

や検校のような古人などの様々な身分の人々によって演奏され、また尾張・三河地域の f三曲

万歳Jでも行われていたとされる｛聖子Jll2008:pp.377・378,p.381]0

現在胡弓が演奏される場としては、歌舞伎や文楽の下座音楽、地歌事曲、さらに民搭芸能と

しては富山県の「おわら嵐の盆Jや「麦屋節j、前述の尾張・三河地域の f三曲万歳j、また天

理教でも用いられていると言われている。本稿では、この中でも瞥女との関わりがあったと考

えられ、今なお胡弓を用いている「おわら風の盆Jを事例として敢り上げ、実際に胡弓がその

民俗芸能の中でどのように用いられているかということについて述べる。また、本稿では歌舞

伎にも着目して、胡弓の用いられ方について明らかにする。

3-t, rおわら風の盆j の事例

ここでは民絡芸能において胡弓が用いられる事例として、筆者の現地調査に基づき富山県の「おわ

ら嵐の盆Jを取り上げる。

3・1・1,rおわらj抵の盆jについて

まず始めに、「おわら風の盆j の概要について述べる。 fおわら愚の盆j

とは富山県富山市X逗町内の 11の町6で（図 4参照）、毎年 9月 1日から 3

日までの 3日間行われる行事のことである。「おわら風の盆j は三味線や

拐弓・締太鼓から成る面長？と唄い手8と磯子手9による「越中おわら節Jの

演奏と歌唱のもと、着物と法被に編笠を被った男女の踊り手10が踊る行事

である。「越中おわら節j の歌詞には、かつて八尾町の中心的な産業であ

った養護委や和紙、稲刈りや桑積みといった農作業、八尾近隣地域の様子、

月見や蛍追いといった四季の光景などが盛り込まれ、また鵠りの所作もそ

の歌詞の内容と連動するものとなっている。現砲の「越中おわら節jの唱

法は大正期に確立され、踊りは昭和 4年に日本舞踊家の若柳吉三郎によっ

＂＇＇諮湾人口地；：： J:('t:"!l在lf・)

t句、＂O/!YNh''<'''＂＂＇＇＇°＇＇、しず。”ぶ；＇＂＇向、ル＂＇、

•tc:• 
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て振付が行われた［長尾 2002:p.74]0

「おわら風の盆j における胡巧は、前述のように三味線や締太鼓と同様に地方に含まれ、そ

の地方は唄い手と磯子手による歌唱の侍奏を務める役割を果たしている。

［図 4：富山市ホームページ 統計データ統計表「（3）地区別人口増減率（地図表示）Jを筆者加工］

3-1-2,rおわら風の盆jにおける古月号の導入経緯

「おわら風の盆j に胡弓が取り入られた経緯として、現時点では以下の 2点が考えられてい

る。

八尾町の塗師の松本勘玄が、明治末期に八尾町にやって来た瞥女の胡弓の演奏を聴、

き、「越中おわら節jに取り入れたと雷い伝えられている。その饗女は胡弓の名手と呼ばれた佐

藤千代IIと推測されている。なお、松本勘玄のものとされる胡弓が、松本の長男によっておわ

ら資料館に寄贈され現存している［富山新開 1987.9.19］。第二に、『｛専説俗謡童話僅諺調査答申書

第 5集』の記述12によると天保から明治初年頃までに、すなわち前述の松本勘玄や瞥女よりも

前に既に八尾町で演奏されていたと考えられる。以上からすると、八尾町では胡弓は明治末頃

に松本勘玄によって取り入れられたという説が定着しているとされている一方で［赤阪

1994:p. l 76］、天保から明治初年頃までには人々が三味線や太鼓・胡弓を演奏し踊っていたとい

う記述も存在する。赤阪はこの両説について、両説は矛盾しているものの、「胡弓という重要な

要素の加入も比較的あたらしいことになるj と指摘している［赤阪 J994:p.176]0 

3-1-3, rおわら風の盆j における胡弓の演奏者及び演奏形態について

おわら風の盆j における胡弓の演奏者について述べる前に、まず「おわら風の盆j の構成員

全体について述べておく。

構成員は大きく分けて演者と運営の 2つに分けることができる。前者の演者は、唄い手と嚇

子手、地方、踊り手で構成され、実際に演舞を行う人々のことである。本稿で蕃目する拐弓の

演奏者は地方であることから、この演者の中に含まれる。後者の運営について、富山県民謡越

中八尾おわら保存会や、支部と呼ばれる 11町それぞれにおいて、「おわら行事運営委員会jが

主な組織となっている 13。なお、この fおわら行事運営委員会Jは「20代後半から 40代前半の

中関年齢層の男子j によって構成される八尾壮年間、 10代後半から 20代半ばまでの若手によ

る八尾青年間、といった各団体によって構成されている［赤阪 1994:p.J 7 J ]o 

先述のように、「おわら風の盆Jにおいて胡弓奏者は構成員の中の演者として位置づけること

ができる。古月弓を含めた地方や唄い手・嘱子手は、八尾町で生まれ育ち踊り手を務めた後に、

楽器演奏や歌唱面において「おわら愚の盆j に加わるとしづ経歴を持つ人々が多くみられる。

その一方で、町外から八尾町に移り住んで来た人々による参加も少なくなし、［赤阪 1994:p.183］。

「おわら風の盆j において三味線は唄を引き立てるものであり、胡弓はその三味線を支えるも

のと考えられている。つまり、胡弓は唄と三味線の両者を引き立てるものとしてあくまで補佐

として用いられるのである。胡弓は演奏者自らが弓の張力を調整しながら演奏するという特性

から、音程を一定に保つことが非常に難しいため、「おわら嵐の盆jにおいて複数の演奏者によ

って複数の胡弓が同時に演奏されることはあまり見られない。そのため、「越中おわら節jを地

方と唄い手・磯子手が演奏及び歌唱する際には、三味線や唄い手が複数名、多い時には 10数名

が演奏・歌唱するのに対し、胡弓奏者は各町に 3・4名は存在するものの、演奏時には基本的に



52 人文科学研究第41号

l名のみで行う。

演奏者の育成は、各町内で、定期的に開催される議官昼、と呼ばれる自主練習や、おわら保存会

主催の練習会14において、年長者による指導のもとで踊り手を省いた地方と唄い手・磯子手に

よる合同の練習において行われている。また「新人は町内の名手から学jんだり、「よその町に

住む名人に弟子入りして学j んだりと、町の支部単位だけでなく、演奏者個人単位の練習や指

導も行われている｛赤阪 l994:p. l 83]0 

「おわら風の盆jで行われる演奏形態は主に 2つ挙げられる。一つは胡弓の

概要の演奏法で述べた形態と同様に、長時間の輪踊り 15の際に地方が鹿奏を行

う場合である。もう一方は、立奏及び歩きながらの演奏であり、基本的にはこ

の形態が主となる。演奏者は腰に紐を回して結び、その結び自の輪の中に胡弓

の中子先を差し込み、胡弓を自身の身体に密着させて演奏する（図 5参照）。胡

弓は棒を回しながら演奏する楽器であるため、演奏者は楽器そのものと自身の

身体全体を動かして演奏する。

［図 s:r立奏j 国立音楽大学音楽研究所 1983:p.31より転載］

3-2，歌舞伎の事例

3-2・i，歌舞伎における胡弓について

歌舞伎において胡弓が演奏される事例は 2つある。一つは下鹿音楽16の中で胡弓が演奏され

る場合である。この場合、胡弓はあくまで「助奏楽器j として用いられる［平野 l976:p.3 l ]0 も

う一方は、舞台上で歌舞伎俳優によって胡弓が演奏される場合である。このように歌舞伎にお

ける胡弓は、歌舞伎という一つの分野の中でも非常に異なる役割を果たしている。したがって、

本稿では下座音楽と舞台上の 2つの状況において、胡弓が用いられる演目や演奏形態について

述べる。

3-2-2，歌舞伎における胡弓の導入経緯

歌舞伎で胡弓が演奏されるようになった経緯は明らかではない。しかし、歌舞伎で胡弓が演

奏されている様子が浮世絵に描かれていることから、 17世紀末から 18世紀の始め頃には用い

られていたようである。歌舞伎の下座音楽として胡弓が用いられたというよりも、歌舞伎俳優

が門付芸人を演じる際に「付随して出てくるj ものとして、つまり「舞台上の小道具Jとして

用いられたことが始まりと推慨されている［平野 1976:pp.30・31]0

3・2-3，歌舞伎における胡弓の演奏者と演奏形態、及び演臣

下座音楽における胡弓の演奏者は、現産、寧と三味線（三絃）と胡弓の 3種の楽器を担当して

いる。胡弓が下鹿音楽において演奏される場合について述べる前に、まず下鹿音楽について見

ておきたい。下座音楽とは、 f歌舞伎の演出に、効果・修飾・背景・伴奏音楽として、原則とし

て黒御簾で演奏される歌舞伎磯子の通称j である［景山 2000:p.l 67］。下座音楽の f演劇的機能j

や「用法j として、景山は「下座音楽の効用は、全般的に修飾音楽、効果音楽としての効用が

中心となるj と述べている｛景山 2000:p.l 68］。またその効用ばかりでなく「伴奏音楽j として、

「動作につく磯子は、動き方、テンポに対してj、また fせりふにつく合方は、せりふの内容に

適合した旋律・音色・強弱・リズムが要求されるばかりでなく、声の調子やテンポに対してJ
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それぞれ関わっているとされている｛景山 2000:p.168］。

このように下座膏楽は様々な機能が求められるものであり、それに含まれる胡弓は前述のと

おり助奏楽器として用いられる。助奏楽器として胡弓が用いられる演目の場面情景は、主に哀

切や縁切り、愛想、づかし17といったように、悲哀を含んだ場面において演奏される（表4参照）｛野

Jll 2008:p.381］。下座音楽として胡弓が演奏されるその一例として『仮名手本忠、臣蔵J六段目「勘

平腹切j の場面18を見てみると、早野勘平が自身の輿を誤って殺してしまったと早合点して切

腹をする場面で胡弓が演奏される｛児玉 2006:p.652］。ニの場面で演奏される胡弓の役割について、

景山は f弓の音色は竹笛とは違った暗い主主切感が漂い、（中路）切腹して果てる勘平の悲劇jには、

より効果的であるj と述べている I 細

｛景山 1980:p.434］。

このように、表 4にも挙げたよう

に、様々な人々の感情が交錯し人の

死へとつながる場面において、また

野川が述べる「悲壮感を強調する情

景音楽（下座音楽）の楽器j として胡

弓が用いられている｛野川

2008:p.380］。
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終軍事
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笠箆惣
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［表4：下座膏楽に胡弓が用いられる演目例 杵麗 1976・l980:p. l 48,234,236、平野 1976:pp.32・33、

新訂増補版2000w歌舞伎事典Jをもとに筆者作成］

次に、歌舞伎俳優の場合について述べる。歌舞伎俳優が舞台上で胡弓の演奏を行うという演

あこやのこと・t！＇め

目は、『進諸兜輩記』より三段自の口「阿古屋琴賓の段j 19の他にはほとんど見られなし＼200 

舞台上で歌舞伎俳鐙が胡弓を演奏する役を演じるということは、物語内の人物として演奏を行

うことである。この「阿古屋琴責の段Jは、歌舞伎俳優が傾城の阿古屋を演じる際に、舞台上

で等と三味線と胡弓の 3つの楽器を実際に演奏する特殊な演目である。演奏形態としては、俳

優は舞台上に座り、傾城の豪華な衣装を身につけ、 3つの楽器をJI慎に演奏するO

この阿古屋の役は「女形が実際に舞台で三曲を弾きこなし、しかも阿古崖の役柄を離れては

ならないことから、至難の役とされJている｛岡田 2006:p.16］。この役の難しさの要素は、小池

が述べているように、阿古崖は「“景清”の二字を（歌う歌詞に）読み込んで21、その行衛の知れ

ないことを歌jいながら等を演奏することや［小池 1975:p.112（括弧内は引用者補足）］、役人に景

清の行方を白状するよう責め立てられでも「知らなしリという態度をとり、「阿古屋の傾城とし

て意気地とハリが擢如としているj といった演技を行うことも含まれているのであろう［小池

1975:p.日明。そして、そのような阿古屋を歌舞伎俳優が演じ、また楽器を演奏することにおい

て、「（演奏する）土台として役者個人の手’僕れた音曲の素養Jが必要であると指摘されているよ

うに［村上 1998:p.162（括弧内は引用者補足）］、歌舞伎俳優は等・三味線・胡弓の 3つの楽器演奏

がどれも登場人物にふさわしく、秀でていることが求められているのであろう。

おわりに

本稿では、日本における胡弓の楽器構造の特徴やその起源、また現症の事例をもとに拐弓の
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演奏者や演奏形態等について記述してきた。

まず、吉月号の特徴としては、胡弓と他地域の擦弦楽器との比較から、中央の高さが高い形状

を持つ駒や、楽器を回すという奏法、演奏者自らが毛の張力を調整して用いる弓が挙げられる。

これらは他の擦弦楽器においてあまり多く見られない特徴である。これらの特徴には相互関係

があると考えられ、胡弓に用いられた経緯や必要性について、初期の胡弓に関する記述から検

討していく必要があると考える。また、胡弓の伝来または発生に関する経緯についての諸説は

いずれも推測の域にとどまっており、今後は、胡弓の起源に関する研究においては、他の擦弦

楽器との比較や検討などから、明確にしていくことが求められているとあらためて指摘した。

そして本稿では、「おわら風の盆Jと歌舞伎における韻弓の現状を事例として取り上げた。「お

わら風の盆jおける胡弓は、立奏とし1う特殊な演奏形態で演奏されるとし1う特徴があると言え、

その耕弓の演奏者を含めた演者には、温習会をはじめとした修練の機会が設けられている。そ

して、その演奏技術の伝習と習得が地域社会の中で行われているのである。また、歌舞伎にお

ける胡弓は、下座音楽では助奏楽器としてその場面の情景を強調する舞台演出として、一方舞

台においては歌舞伎俳優が登場人物を演じる際に演奏される。つまり、歌舞伎という一つの芸

能の中において、胡弓はそれぞれ異なって用いられているのである。

このように本稿では、胡弓の構造や歴史性、また現在の用いられ方について述べてきた。し

かし、これらの点については研究の余地があり、特に胡弓の伝播経緯や起源については、より

詳細な研究が必要であると考えている。それに加えて、胡弓の音楽的表現や美的価値、また胡

弓に求められる音楽上の特色に関する分析も重要となるであろう。これらのことも含めて今後

の課題としたい。
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脚注

l宿毛誌は中小先と書く場合もある。

2 f子j と呼ばれることもある[i可竹2007:p.277]0

3国立音楽大学音楽研究所は、 f弓奏弦楽器は演奏にあたって“弓”というある長さを持った道具を使用す

るため、弦が摩捺される位震は素手の指先で弦をはじいて奏する楽器の場合よりも拡範囲に分散する可能

性を持っているjことから、楽器の構え方も非常に複雑多岐にわたっており種々の視点からの考察が必要

となるj と述べている｛闇立音楽大学研究所 1983:p.25］。

4 誕百とは、「胡弓伝承上の基本曲jとされ、胡弓のために作曲された曲のことを指す｛野）11 2008 :p.3 79]o 

5’W面とは、地歌（地唄）や箪曲、尺八楽を編曲した曲のことを指し、演奏時には三味線や寧と共に合奏を

行う［聖子Jll2008:p.379]0 

6 11の町とは、通称き｜下町と呼ばれる齢完封、議事昔、主話詩、議iiJj崎、後J町、 ＇it占f、詰許、本封、

予訴前、美’藷ぜと、話量地区の 11支部のことを言う。

7 ffu~合とは、三味線・胡弓・締太鼓（用いない場合もある）で構成された楽器を演奏する演奏者のことを指
す。

8唄い手は、それぞれ自身が得意とする唄を持つ。唄い手は複数名が頼々に唄を持ちまわって唄う。

9磯子手は、唄い手が噴う唄と唄の聞で嚇す人々のことを指す。

10蹄り手は、小学生以下の子どもから 25～6歳ごろまでの男女で構成されている。揺り手を務める年齢

は町の支部によって多少の違いはあるものの、おおよそ 25～6歳までと決まりがある。また、高校生から

このお～6歳までの踊り手を青年毘と呼ぶ。

I l佐藤千代は、富山県中新川郡立山町鹿主坊の出身であるとされている［宮成 1998:p斗。

12 『停説俗語童話僅諺調査答申書第 5集』には次のように書かれている。 f九月一日より三日間隊を造り

笛太鼓胡弓等鳴物を合せ終夜歌ひ遡る風慣となりたりと云ひ倍ふ、当時行はれしは小原節にあらざりしが、

道を理り行くには手足の拍子に合するものを選み漸々小原節に変化して今日に至れるものならんJ［婦負

郡： 1906］。
13 fおわら行事運営委員会Jに付髄して八毘町総合行政センターや踊工会、越中八尾観光協会、越中八尾

駅、八尾消防署・警察署などの公的機関も運営に携わる。

14 おわら保存会主鑑の練習会も間接に温習会と呼ばれる。

15輪踊りとは、嘆い手と燐子手と地方が演奏・歌唱するその周りを踊り手が取り閤み、廻りながら踊る

ことを指す。

16歌舞伎の下座音楽は大きく分けて、磯子方の長唄連中による f唄j と、三味線方による f合方J、鳴物

の社中による f鳴物Jによって構成されている［景山 2000:p.l 67]0 

17 「縁切り Jf愛想、づかしj の場部では、恋愛関係にある男女間において、女性が様々な事情または自的

のため、本心を隠して男性に対しわざと愛想、をつかす態度を取る。しかし、男性はこの女性の本心が分か

らず、その女性や周囲の人々を殺してしまう結末を予感させる場面となる。

18 『仮名手本忠、住職』六段自「勘平複ザjjの内容は以下の通りである。平野勘平（以下、勘平）とは、高師

鹿に罵られ刃傷に及んだことで切腹した趨冶判官の近庄である。勘平はその刃傷事件の捺に、お軽と逢瀬

を行っていたことを失態とし切援を試みるが止められ、お軽の親元へ身を寄せている。猟師となった勘平

は臨夜の中、猪と誤って人（斧定九部）を撃ち、その人の懐に大金があることに気づきそれを奪って逃げる。

勘平が家に帰宅すると、輿（与市兵衛）が死骸となって掃ってきたことや周囲の人々の話から、勘平は自身

が撃ったのは輿だと思い込む。その勘平の様子を笹しんだ周囲は勘平を資め、勘平は自身が輿を殺したと

語り切鰻をする。しかし、翼の遺骸の傷口は刀傷であり、その輿を殺したのは斧定九郎と分かり、つまり

酷平は翼の仇を撃ったことと判明する。それを f功j と認められたため、勘平は塩治判官の f仇討ちjの

連判に加えられ、勘平は満足して息絶える［兜五2006:p.652]o
19 F壇浦兜輩記』三段自の口 f阿古屋琴寅の段j初演は 1732（享保 17）年に人形沖理璃として行われ、そ

の翌 1733年に歌舞伎化され上演された。内容は以下の通りである。平家滅亡後、平家の侍の景請は源氏

に追われている。景清の行方を追う間注所は、景清の恋人である遊女の関古屋を等間するが阿古屋は白状

しない。そのため、問注所の役人は阿古屋に拷問の道具として寧・三味線・胡弓の 3つの楽器を演奏させ

詮議をする。その演奏に乱れがないことにより、阿古塵の疑いは晴れるi岡田 2006:pp.15欄 16、渡辺
2000:p.265] 

'V f阿古屋琴賓の段j において、現在歌舞伎では「阿古患を演じる役者自身が胡弓を弾j き、文楽では

f三味線方の横に別の三味線方が出てきて胡巧を弾く j とされている｛野）11 2008:p.380]o 

21阿古麗が歌う歌詞は、「影というも月の縁、清しというも月の縁、影清き名のみにて、うっせど袖に

やどらずj であるi小池 1975:p.ll2］。

（かたやま しおん／名古屋大学大学院博士課程前期課程比較人文学講座）




